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STOP！ 感染拡大
新型コロナウイルス（COVID-19）

出典：首相官邸ＨＰより

　組合員皆様におかれましては、新型コロナウイルス感染
症対策に努めて頂いていることと存じます。本土地改良区
においても、消毒液の設置や飛沫防止パーテーションの設
置などの対策を実施中です。いつもご理解とご協力を頂き
ありがとうございます。
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

組
合
員
の
皆
様
に
は
お
健
や
か
に
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

令
和
３
年
辛
丑
歳
の
年
明
け
と
な
り
ま
し

た
。
昨
年
来
、
猛
威
を
振
る
っ
て
お
り
ま
す

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
い
ま
だ

収
束
へ
の
道
筋
が
見
え
ず
、
去
る
１
月
７
日

に
首
都
圏
に
、
さ
ら
に
1
月
13
日
に
は
関
西

圏
・
中
部
圏
な
ど
、
計
11
都
府
県
に
「
緊
急

事
態
宣
言
」
が
「
再
発
令
」
さ
れ
ま
し
た
。

新
潟
県
に
お
い
て
も
「
警
報
」
が
継
続
さ
れ

て
お
り
、「
警
報
継
続
に
伴
う
お
願
い
」
に
あ

る
３
点
を
遵
守
し
な
が
ら
、
私
た
ち
も
身
近

な
と
こ
ろ
か
ら
感
染
拡
大
防
止
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
初
に
、
令
和
３
年
度
の
管
内
に
お
け
る

農
業
農
村
整
備
事
業
に
つ
い
て
若
干
触
れ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

国
営
加
治
川
２
期
農
業
水
利
事
業
で
は
、

松
岡
た
め
池
建
設
工
事
、
本
体
工
事
が
令
和

２
年
度
で
完
了
し
、
令
和
３
年
度
以
降
は
付

帯
工
事
を
行
う
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

試
験
湛
水
に
つ
い
て
は
、
本
年
春
よ
り
行
う

予
定
で
し
た
が
、
浸
透
量
観
測
の
た
め
１
年

遅
ら
せ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

県
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
阿
賀
野
川
右
岸

地
区
で
は
、
１
期
地
区
奥
右
衛
門
川
排
水
路

は
、
引
き
続
き
市
島
邸
脇
を
50
ｍ
程
度
工
事

予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

同
万
十
郎
川
排
水
機
場
は
、
引
き
続
き
排

水
機
場
の
外
構
工
事
や
県
道
の
切
替
、
万
十

郎
川
・
柳
曲
排
水
機
場
の
接
続
工
事
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。

　

第
２
地
区
吹
切
川
排
水
路
は
、
県
道
橋
上

流
部
の
鳥
穴
・
乗
廻
集
落
内
の
工
事
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。

　

県
営
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
で
は
、

松
浦
地
区
が
松
岡
た
め
池
本
体
工
事
で
借
地

し
て
い
た
区
域
及
び
未
施
工
区
域
の
区
画
整

理
工
事
を
行
い
、
松
岡
地
区
の
区
画
整
理
を

完
了
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
天
辻
川
改
修

関
連
で
六
日
町
～
八
幡
間
で
未
施
工
区
域
の

区
画
整
理
工
事
を
行
う
予
定
と
し
て
お
り
、

東
部
地
区
全
域
が
区
画
整
理
完
了
と
な
り
ま

す
。

　

荒
川
地
区
で
は
、
国
道
下
流
部
の
区
画
整

理
が
完
了
し
、
今
年
度
は
集
落
内
の
排
水
路

工
事
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

西
江
地
区
で
は
、
地
区
境
界
測
量
業
務
委

託
と
実
施
設
計
業
務
委
託
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。

　

新
規
採
択
地
区
の
中
浦
第
２
工
区
地
区
、

上
中
山
地
区
、
佐
々
木
地
区
に
つ
き
ま
し
て

は
、
地
形
図
作
成
業
務
と
一
部
地
区
境
界
測

量
業
務
委
託
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

調
査
関
係
事
業
で
は
、
中
浦
第
１
工
区
地

区
、
豊
浦
工
区
地
区
と
も
、
令
和
５
年
度
事

業
採
択
へ
向
け
た
ほ
場
整
備
調
査
事
業
が
２

年
目
を
迎
え
、
本
格
的
な
調
査
に
入
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
調
査
を
行
っ
て
い
た
乙
見

江
頭
首
工
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
撤
去
を

行
う
事
業
化
に
向
け
た
調
整
に
入
り
ま
す
。

　

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
関
係
で
は
、
２

期
対
策
の
２
年
目
と
な
り
今
年
度
は
大
き
な

変
更
点
は
無
く
昨
年
同
様
の
内
容
で
行
う
予

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
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あけましておめでとうございます

定
と
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
地
域
の
共
同

活
動
に
よ
り
、
地
域
資
源
の
適
切
な
保
全
管

理
を
行
い
、
農
業
・
農
村
の
有
す
る
多
面
的

機
能
が
今
後
と
も
適
切
に
維
持
・
発
揮
さ
れ

る
と
と
も
に
、
担
い
手
農
家
へ
の
農
地
集
積

が
図
ら
れ
る
よ
う
、
各
活
動
組
織
の
皆
様
に

は
、
交
付
金
を
有
効
に
活
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
私
た
ち
役
員
の
任
期
も
残
す
と
こ

ろ
あ
と
２
ヶ
月
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
役
員
は
、
組
合
員
の
皆
様
よ
り
土

地
改
良
区
運
営
を
委
任
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

４
年
間
の
任
期
中
に
は
、
各
種
土
地
改
良
事

業
の
実
施
や
佐
々
木
土
地
改
良
区
と
の
合
併

な
ど
大
き
な
仕
事
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。
組
合

員
の
負
託
に
応
え
な
が
ら
土
地
改
良
区
の
健

全
運
営
に
努
め
、
大
過
な
く
運
営
で
き
ま
し

た
こ
と
に
対
し
、
組
合
員
皆
様
方
の
ご
理
解

と
ご
協
力
の
賜
物
と
役
員
を
代
表
し
て
深
く

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
役
員
は
、
来
る
３
月
26
日
を
以
っ

て
任
期
満
了
と
な
り
ま
す
。
役
員
総
選
挙
日

程
に
つ
い
て
は
、
本
広
報
に
も
記
載
し
て
お

り
ま
す
が
、
３
月
７
日
開
催
予
定
の
第
72
回

通
常
総
代
会
に
お
い
て
選
挙
を
行
う
予
定
で

ご
ざ
い
ま
す
。
そ
こ
で
新
た
に
選
出
さ
れ
た

役
員
の
も
と
、
令
和
３
年
度
か
ら
４
年
間

豊
浦
郷
土
地
改
良
区
の
運
営
が
行
わ
れ
ま
す
。

今
迄
以
上
の
豊
浦
郷
土
地
改
良
区
と
な
る
こ

と
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
早
期
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ワ
ク
チ
ン
が
全
国
民

に
接
種
さ
れ
、
世
に
蔓
延
る
悪
し
き
病
が
一

刻
も
早
く
収
束
し
、
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
で
日
本

中
が
湧
き
た
つ
よ
う
な
日
本
選
手
団
の
活
躍

を
祈
念
し
、
併
せ
て
組
合
員
の
皆
様
方
の
ご

健
勝
と
ご
健
康
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年

の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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内の倉ダム、加治川第１頭首工改修工事が進む
松岡ため池　令和３年度試験湛水を予定

工事の進捗状況及び令和２年度工事について

工事進捗状況
及び R2 工事について

国営土地改良事業「加治川用水地区」

加治川用水の安定供給と 　施設の長寿命化に向けて

　

加
治
川
用
水
地
区
は
、
平
成
24

年
度
着
工
か
ら
8
年
が
経
過
し
、

令
和
元
年
度
末
ま
で
に
、
事
業
費

ベ
ー
ス
で
約
67
％
の
進
捗
を
図
り
、

概
ね
順
調
に
事
業
を
実
施
し
て
参

り
ま
し
た
。

　

令
和
2
年
度
は
、
事
業
工
期
12

年
の
9
年
目
に
あ
た
り
事
業
最
盛

期
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
現
在
、

約
50
億
円
規
模
の
工
事
等
を
実
施

し
て
お
り
、
令
和
2
年
度
工
事
等

が
完
了
す
る
と
約
83
％
の
進
捗
を

図
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

内
の
倉
ダ
ム
で
は
、
ク
レ
ス
ト

ゲ
ー
ト
や
監
視
船
更
新
、
ダ
ム
堤

体
内
の
階
段
な
ど
の
安
全
施
設
の

改
修
を
実
施
し
、
加
治
川
第
１
頭

首
工
で
は
、
土
砂
吐
ゲ
ー
ト
や
取

水
ゲ
ー
ト
な
ど
の
改
修
や
管
理
棟

の
改
築
工
事
が
進
捗
し
て
お
り
ま

す
。

　

松
岡
た
め
池
工
事
で
は
、
貯
水

池
掘
削
工
事
が
４
年
目
を
迎
え
、

法
面
保
護
工
や
取
水
工
な
ど
の
工

事
が
進
捗
し
て
お
り
、
令
和
3
年

度
の
試
験
湛
水
に
向
け
た
準
備
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
新
た
な
水
利
権
量
に
対

応
す
る
た
め
平
成
30
年
度
か
ら

３
ヵ
年
に
渡
り
試
験
通
水
調
査
等

を
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
今

後
は
用
水
量
の
適
正
配
分
や
水
管

理
の
効
率
化
に
向
け
た
水
管
理
施

設
の
製
作
・
据
付
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

□　各工種毎の進捗は以下のとおり。
✓　水　源　：　松岡ため池は今年度堤体工事完了予定。内の倉ダムはゲート等改修中。
✓　頭首工　：　加治川第１頭首工は３年国債の２年目。
　　　　　　　　加治川第２頭首工、加治川右岸頭首工は改修完了し、供用開始済み。
✓　用水路　：　令和元年度末までに、関連事業や地元との調整が必要な区間を除き、概ね改修済み。
□　令和３年度以降の主要な工事は、加治川第１頭首工の改修、
　　　　　　　　用水路改修（加治川右岸幹線用水路、乙見江支線用水路）、　水管理施設の整備等。

事 業 概 要
内の倉ダム
松岡ため池
加治川第１頭首工
加治川第２頭首工
加治川右岸頭首工
第１左岸幹線用水路
第１乙見江支線用水路
第２右岸幹線用水路
第２左岸幹線用水路
加治川右岸幹線用水路
水管理施設

１ヶ所
１ヶ所
１ヶ所
１ヶ所
１ヶ所
L=2.0km
L=7.8km
L=1.7km
L=6.0km
L=3.7km
１式

凡例

受益面積（田）

ダム（改修）

頭首工（改修）

頭首工（既設）

用水路（改修）

ため池（新設）

市町村界

平成 30 年度迄

令和元年度

令和 2 年度

令和 3 年度以降
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農業用水及び上水道用水取水ゲート 上水道用水取水 土砂吐

内の倉ダム　工事状況（上流より撮影）  

加治川第１頭首工　工事状況

松岡ため池　工事状況

国営土地改良事業「加治川用水地区」

加治川用水の安定供給と 　施設の長寿命化に向けて

出典：北陸農政局加治川二期農業水利事業所　かじかわ用水第 11 号（令和 2 年 4 月）
　　　国営土地改良事業加治川用水地区推進協議会資料（令和 2 年 10 月 20 日）より

堤体内改修
H29 観測設備改修　  ：基礎排水孔
R 元 -R2 安全施設等改修：階段、手摺他
R2-3 観測設備改修　 ：基礎排水孔他
R3 安全施設等改修　：階段他

クレストゲート改修
R 元 -R2 ゲート塗替、開閉機更新

オリフィスゲート改修（県委託）
H30-R 元ゲート塗替、開閉機更新H26 網場更新

取水設備改修など
H26 フロートスクリーン
H29 取水ゲート塗替、開閉機更新
H30 表面取水スクリーン更新など

凡　例
R 元迄実施済み
R2 実施予定
R3 以降実施予定

R3 管理棟等改修

R2 監視船更新

泥岩掘削斜面

洪水吐
貯水池

堤内法面保護工

取水施設
堤体

松岡川

令和２年 11 月時点
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松岡ため池

乙見江支線用水路

五十公野　
バイパス

天辻川排水路

下新保導水路

区画整理第 26 次工事
A=7.4ha ㈱石井組

排水路第 6 次工事
L=140m ㈱岩川組

排水路第 8 次工事
ゲート一式㈱新東エンジニアリング

排水路第 7 次工事
A=338m ㈱亨和建設

区画整理第 24 次工事
A=7.0ha
㈱伊藤組

暗渠排水第 3 次工事
A=4.0ha
㈱杉原組

区画整理第 25 次工事
A=7.5ha ㈱新和組

真
木
山

国
道

29
0

号

小坂地区

荒川地区

１級河川芋卸江川

芋卸江川

乙見江支線用水路

八幡
バイパス

松岡ため池
注水導水路工事

県営経営体育成基盤整備事業　松浦地区
ほ 場 整 備  の う ご き

　

令
和
２
年
度
の
松
浦
地
区
は
、
約
２
億
６
千

万
円
規
模
の
予
算
（
令
和
元
年
度
補
正
並
び
に

令
和
２
年
度
当
初
）
で
工
事
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

　

松
岡
地
区
で
は
、
前
郷
地
区
の
区
画
整
理
工

事
が
完
了
し
令
和
３
年
春
か
ら
の
作
付
け
開
始

を
予
定
し
て
お
り
、
ま
た
、
松
岡
た
め
池
周
辺

の
耕
地
に
お
い
て
も
、
区
画
整
理
工
事
の
発
注

に
向
け
て
、
現
在
調
整
中
で
あ
り
ま
す
。

　

浦
地
区
で
は
、
大
崎
・
浦
耕
地
に
お
い
て
芋

卸
江
川
の
移
設
工
事
並
び
に
国
営
乙
見
江
支
線

用
水
路
の
改
修
工
事
を
実
施
し
て
お
り
、
春
か

ら
は
引
き
続
き
区
画
整
理
工
事
を
実
施
し
て
参

り
ま
す
。

　

東
部
地
区
で
は
、
天
辻
川
排
水
路
の
改
修
工

事
や
五
十
公
野
バ
イ
パ
ス
の
工
事
を
実
施
し
て

お
り
、
そ
れ
ら
の
関
連
事
業
と
併
せ
て
区
画
整

理
工
事
の
発
注
に
向
け
て
現
在
調
整
中
で
あ
り

ま
す
。

　

今
後
は
、
令
和
２
年
度
の
補
正
予
算
に
よ
る

工
事
の
発
注
に
向
け
て
関
連
事
業
と
調
整
を
図

り
な
が
ら
円
滑
に
事
業
を
進
捗
出
来
る
よ
う
工

事
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

東
部
地
区　
湛
水
防
除
事
業
（
天
辻
川
排
水
路
）

と
連
携
し
区
画
整
理
工
事
を
実
施
予
定

浦
地
区　
乙
見
江
支
線
用
水
路
２
号
サ
イ
ホ
ン

　
　
　
　
　
改
修
工
事
と
連
携
し
区
画
整
理
工
事
を
実
施

松
岡
地
区　
松
岡
た
め
池
建
設
工
事

　
　
　
　
　
と
連
携
し
区
画
整
理
工
事
を
実
施

区画整理第 24 次・第 25 次工事
（排水路工）

排水路第 6 次・第 7 次工事
（一級河川芋卸江川 20 条工事）
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ほ 場 整 備  の う ご き
県営経営体育成基盤整備事業　荒川地区

第７次工事
㈱石井組
A=4.9ha

第 10 次工事
㈱岩村組
A=9.4ha

第８次工事
㈱長谷川建設
A=8.7ha

第４次工事
㈱石井組
A=9.6ha 第６次工事

㈱岩村組
A=9.3ha

国道
29

0 号

区画整理工事未実施

月岡温泉

瑞波集落

第９次工事
曽根建㈱
A=7.7ha

第５次工事
㈱長谷川建設
A=4.7ha

暗渠排水第 1 次工事
㈱菊地組
A=5.2ha

区画整理工事完了

区画整理工事未実施
荒川集落

　

令
和
２
年
度
の
荒
川
地
区
は
、
約
４
億
５
千

万
円
規
模
の
予
算
（
令
和
元
年
度
補
正
並
び
に

令
和
２
年
度
当
初
）
で
荒
川
川
右
岸
側
耕
地
の

区
画
整
理
工
事
や
暗
渠
排
水
工
事
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

　

荒
川
側
右
岸
側
耕
地
で
は
、
春
ま
で
に
仕
上

げ
整
地
等
を
実
施
し
、
今
春
の
作
付
け
に
向
け

て
引
き
続
き
工
事
を
進
め
て
参
り
ま
す
。
当
工

事
が
完
了
す
る
と
、
荒
川
地
区
の
約
９
割
が
大

区
画
ほ
場
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
荒
川
集
落
内
の
地
区
外
排
水
路
や

暗
渠
排
水
工
事
を
実
施
し
、
事
業
の
早
期
完
了

に
向
け
て
円
滑
に
工
事
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

管用排水路工

整地工 道路工

現況取付桝工
コンクリート打設

荒
川
川
右
岸
側
耕
地  

約
55
ha  

令
和
３
年
か
ら
作
付
け
ス
タ
ー
ト

松浦地区
（松岡道下耕地）

一級河川荒川川
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西江地区  県営経営体育成基盤整備事業
令和2年9月24日　1期地区を分割採択

【事業概要】
事業名　県営経営体育成基盤整備事業（一般型）
地区名　西江地区
工　期　令和２年度〜令和 10年度
事業費　4,351,000 千円
事業費負担割合　国50%　県 30%　市 10%　地元10%
受益面積　181.8ha

【工事概要】
整地工 181.8ha（標準区画 225ｍ×50ｍ、113ａ）
道路工 20.6km（全幅員 5.0m（有効幅員4.0m）敷砂利舗装）
用水路工 21.4km（自然圧パイプライン）
排水路工 21.3km（排水フリューム+管排水路）
暗渠排水工　181.8ha

「各種委員会」は「地元の窓口」
受益関係者と県・業者・土改をつなぐ「地元の取りまとめ役」

〔今後 新たな委員会を設立して事業を円滑に進めて参ります〕
○推進協議会（既設）
　・事業の推進並びに地区の方針等協議・検討する組織
　　　西江地区圃場整備事業推進協議会（平成 28年 7月設立　委員 34名）

○換地評価委員会
　・換地並びに土地評価の基準を定め、土地の評価及び換地原案の作成を行う。
　・区画整理工事実施後に一時利用地の指定を行う。
　・換地計画確定の決議をする。
　※土地評価や換地原案作成など換地の作業については、委員会の責任において決定する。
　　（指導機関：新潟県土地改良事業団体連合会 換地部） 

○工事委員会
　・工事に関する集落内要望の集約や現場立会など、設計並びに工事に関する検討を行う。
　・工事中は段階確認の立会等を行い、工事完了の際の引渡し検査などを行う。 

○互助営農委員会
　・工事中の作付補償及び一時利用地の指定に伴う作付補償に関する調整、検討を行う。
　・西江地区の営農計画や担い手に関する検討を行う。

一級河川新
発田川

一級河川太田川

日本
海

東北
自動
車道

新発田市街地

北蓑口西蓑口

1 期採択

則清

曽根

上中沢
日渡

南バイパス（R460）

西新発田駅

白新線

今後 実施する作業
地形図作成：実施設計、換地業務、工事実施に活用する地形図を作成します。
地区境界測量：事業を実施する区域を確定するため、現地に境界杭を設置します。

ほ 場 整 備  の う ご き

西宮内
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ほ 場 整 備  の う ご き

　

令
和
３
年
度
着
工
予
定
地
区
、

県
営
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事

業「
中
浦
第
２
工
区
地
区
」、「
上

中
山
地
区
」、「
佐
々
木
地
区
」

は
、
現
在
、
土
地
改
良
法
に
基

づ
く
手
続
き
を
進
め
て
お
り
ま

す
。

　

当
該
３
地
区
は
、
平
成
30
年

度
か
ら
3
ヶ
年
に
渡
る
調
査
計

画
事
業
を
実
施
し
、
事
業
計
画

概
要
が
取
り
纏
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
に
は
、
集
落
説
明

会
及
び
本
同
意
徴
集
が
行
わ
れ
、

今
年
度
中
に
関
係
者
の
同
意
署

名
簿
を
添
え
て
、
県
知
事
宛
て

に
県
営
土
地
改
良
事
業
施
行
申

請
書
を
提
出
す
る
予
定
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

採
択
さ
れ
た
後
は
、
新
潟
県

が
事
業
主
体
と
な
り
、
工
事
実

施
に
向
け
て
測
量
設
計
業
務
か

ら
着
手
す
る
予
定
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

同
意
徴
集
へ
の

ご
理
解
と
ご
協
力

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

中浦第２工区地区・上中山地区・佐々木地区
県営経営体育成基盤整備事業　施行申請

中浦第２工区地区　事業概要
事業名　県営経営体育成基盤整備事業（一般型）
地区名　中浦第２工区地区
工　期　令和 3 年度～令和 11 年度
事業費　5,816 百万円
事業費負担割合　国 55%　県 27.5%　市 10%　地元 7.5%
受益面積　230.4ha
工事概要
整地工 230.4ha（標準 110a　220 ｍ ×50 ｍ）
道路工 27.9km（全幅員 5.0m（有効幅員 4.0m）敷砂利舗装）
用水路工 30.7km（自然圧パイプライン）
排水路工 20.3km（排水フリューム + 管排水路）
暗渠排水工　230.4ha

上中山地区　事業概要
事業名　県営経営体育成基盤整備事業（一般型）
地区名　上中山地区
工　期　令和 3 年度～令和 11 年度
事業費　1,989 百万円
事業費負担割合　国 55%　県 27.5%　市 10%　地元 7.5%
受益面積　53.4ha
工事概要
整地工 53.4ha（標準 55a　110 ｍ ×50 ｍ）
道路工 7.8km（全幅員 5.0m（有効幅員 4.0m）敷砂利舗装）
用水路工 10.6km（自然圧パイプライン）
排水路工 8.9km（排水フリューム + 管排水路）
暗渠排水工　53.4ha

佐々木地区　事業概要
事業名　県営経営体育成基盤整備事業（一般型）
地区名　佐々木地区
工　期　令和 3 年度～令和 11 年度
事業費　5,042 百万円
事業費負担割合　国 50%　県 30%　市 10%　地元 10%
受益面積　195.8ha
工事概要
整地工 195.8ha（標準 110a　220 ｍ ×50 ｍ）
道路工 21.0km（全幅員 5.0m（有効幅員 4.0m）敷砂利舗装）
用水路工 26.6km（自然圧パイプライン）
排水路工 16.9km（排水フリューム + 管排水路）
暗渠排水工　195.8ha
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新規調査地区の令和４年度以降の進め方

　
「
中
浦
第
１
工
区
地
区
」と「
豊
浦
工
区
地
区
」

は
、
令
和
2
年
度
か
ら
令
和
4
年
度
ま
で
3
ヵ

年
に
渡
り
県
営
農
業
農
村
整
備
事
業
調
査
計
画

を
実
施
し
、
地
元
推
進
協
議
会
と
連
携
し
な
が

ら
事
業
計
画
概
要
の
策
定
等
を
行
い
、
調
査
事

業
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　
「
佐
々
木
北
部
地
区
」
は
、
昨
年
10
月
に
仮

同
意
徴
集
に
向
け
た
集
落
説
明
会
を
開
催
し
、

昨
年
末
に
は
仮
同
意
率
100
％
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
令
和
3
年
度
に
新
発
田
市
へ
農
業
農
村
整

備
事
業
管
理
計
画
（
Ｎ
Ｎ
事
業
管
理
計
画
）
登

載
の
申
請
を
行
い
、
早
期
の
調
査
着
手
に
向
け

た
準
備
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

ほ場整備 新規計画地区のうごき

番号 地区名 受益面積
（ha） 調査年度 着工

予定 備　考

① 中浦第２工区地区 230.4 H30〜R2 R3 施行申請手続き

② 上中山地区 53.4  H30〜R2 R3 施行申請手続き

③ 佐々木地区 195.8 H30〜R2 R3 施行申請手続き

④ 中浦第１工区地区 341.1  R1〜R4 R5 調査計画実施中

⑤ 豊浦工区地区 150.3  R1〜R4 R5 調査計画実施中

⑥ 佐々木北部地区 123.6  R7以降 R10以降 R3.NN計画登載

西江地区
（実施中）

①中浦第２工区地区

②上中山地区

③佐々木地区

④中浦第１工区地区

⑤豊浦工区地区

⑥佐々木北部地区

松浦地区
（実施中）

荒川地区
（実施中）

　新潟県では、県営ほ場整備事業の新規要望地区数が急増し、今後、適正な事業管理のできる事業量
の範囲を超える事から、令和４年度以降の新規調査地区においてはこれまでよりも小規模かつ計画的
に行うこととなりました。
　令和４年度以降の進め方についての県方針の概要は下記のとおりであり、当管内においては「佐々
木北部地区」が該当となります。新規調査地区の要望にあたり大変厳しい内容でありますが、土地改
良区は早期の調査着手に向けて県当局や市当局と調整を図って参ります。

■地区選定の流れ
　　・令和 2 年度は、令和 4、5、6 年度の新規調査地区を選定。　→　令和 2 年 12 月 25 日　選定済
　　・令和 3 年度は、令和 7 年度の新規調査地区を選定。　→　8 月要望調査実施、9 月に選定。
　　・以降、同様に選定。

■地区選定の考え方
　　・新規調査年度の前年度に完了予定地区があれば、基本的に完了の翌年度に新規要望調査地区を 1 地区
　　　選定する。
　　・実施地区がない土地改良区等の場合については、以下の優先順位を踏まえて採択面積の枠の範囲内で
　　　選定する。
　　　①整備率向上につながる未整備地区　　　②機構関連整備事業地区
　　　③他事業との関連で進度調整が必要な地区

■要望に当たっての考え方
　　・新規調査要望地区の必須事項
　　　✓　NN 事業管理計画に記載されている地区
　　　✓　仮同意率　100%
　　・受益面積 80ha 程度を目途に地区設定する。
　　　これを大きく超える場合は地区の分割（法手続き上の分割）を行う。

出典：令和 2 年 11 月 24 日　今後のほ場整備事業の進め方に関する説明会（県農地部）資料より
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国営附帯県営かんがい排水事業と併せ行う農地防災排水事業

阿賀野川右岸１期・第２地区
　

阿
賀
野
川
右
岸
地
区
は
総
額
７
億
円
規
模
（
豊
浦
郷
土
地
改
良
区
関
係

分
、
令
和
元
年
度
補
正
並
び
に
令
和
２
年
度
当
初
）
に
よ
り
令
和
２
年
度

事
業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

１
期
地
区
で
は
、
奥
右
衛
門
川
排
水
路
が
昨
年
か
ら
引
き
続
き
天
王
集

落
内
（
市
島
邸
脇
）
に
お
い
て
改
修
工
事
を
実
施
し
て
お
り
、
今
後
も
市

道
の
規
制
を
か
け
な
が
ら
工
事
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

　

万
十
郎
川
排
水
機
場
で
は
排
水
機
場
が
完
成
し
、
昨
年
12
月
に
県
新
発

田
地
域
振
興
局
と
豊
浦
郷
土
改
・
新
潟
北
土
改
に
よ
り
仮
管
理
委
託
協
定

が
締
結
さ
れ
、
今
後
は
豊
浦
郷
土
改
が
主
体
と
な
っ
て
排
水
機
場
の
管
理

を
行
っ
て
参
り
ま
す
。
今
後
の
工
事
に
つ
い
て
は
、
排
水
機
場
の
外
構
や

万
十
郎
川
排
水
路
の
切
替
え
等
を
実
施
し
、
今
春
か
ら
の
本
格
稼
働
に
向

け
て
工
事
を
進
め
て
参
り
ま
す
。
又
、
万
十
郎
川
排
水
路
に
お
い
て
も
、

実
施
設
計
を
行
っ
て
お
り
工
事
着
手
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

第
２
地
区
の
吹
切
川
排
水
路
に
つ
い
て
は
、
昨
年
に
関
係
受
益
者
の
ご

理
解
と
ご
協
力
の
も
と
、
事
業
費
の
増
額
に
伴
う
事
業
計
画
の
変
更
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
後
の
工
事
に
つ
い
て
は
、
県
道
豊
栄
天
王
線
の
横
断
工

事
や
鳥
穴
・
乗
廻
集
落
内
の
改
修
工
事
に
着
手
し
て
参
り
ま
す
。

吹切排水路全景

市道四島線

鳥穴集落

福島潟

吹切橋

至 乗廻集落

奥右衛門川排水路工事
ボックスカルバート施工中

旧小里川排水路

関屋大川排水機場

旧小里川

駒林川

阿賀野川

国道 460 号

国道 49 号

ＪＲ水原駅

羽越本線

ＪＲ豊栄駅

白新線

新
井
郷
川

日
本
海
東
北
自
動
車
道

福島潟放水路

新発田市街国道 290 号

国
道
７
号

内沼排水路

福島潟承水路

大沼排水機場

長浦岡方排水機場

新井郷川排水機場

塚田川

万十郎川排水機場

奥
右
衛
門
川
排
水
路

吹
切
川
排
水
路

排水路工事　約 50 ｍ
国道横断工実施設計

県道横断工・集落内排水路
　L=60m

排水路設計 １式

機械設備 １式
遊水池工 １式など福

島
潟

放水路右岸排水機場
福島潟２号排水機場

万十郎川排水路

阿賀野川右岸地区　令和２年度の実施内容
（豊浦郷土地改良区関係分のみ）

阿賀野川右岸１期地区 〈H21 〜 R4〉
塚田川 L=1,415m
奥右衛門川排水路 L=1,925m
万十郎川排水路 L=3,081m
万十郎川排水機場 1 箇所
阿賀野川右岸第２地区 〈H24 〜 R5〉
吹切川排水路 L=1,686m

阿賀野川右岸第 3 地区 〈H26 〜 R3〉
旧小里川排水路 L=1,563m
関屋大川排水機場 1 箇所
放水路右岸排水機場 1 箇所
福島潟 2 号排水機場 1 箇所

凡　　　例
排 水 路（１期地区）
排水機場（１期地区）
排 水 路（第２地区）
排水機場（第２地区）
排 水 路（第３地区）
排水機場（第３地区）
排 水 路（国営事業）
排水機場（国営事業）
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国営附帯県営かんがい排水事業と併せ行う農地防災排水事業

阿賀野川右岸１期・第２地区

名称 構造・能力等

排水機

排水量
（㎥ /s）

全揚程
（ｍ）

排水機 原動機

形式 口径
（mm） 台数 形式 動力 台数

13.5
（4.5×3台） 3.1 横軸斜流 1500 3 電動機 200kw 3

除塵機 定置レーキ型回転式（背面降下前面掻揚式）　B4.0m×H5.75m　3基
川表ゲート工 鋼製ローラーゲート　B4.4m×H2.4 ｍ　２門
自然流下ゲート工 鋼製ローラーゲート　B4.4m×H3.2 ｍ　２門
上屋工 鉄筋コンクリート造平屋建　建築面積 418.81 ㎡　延床面積 377.53 ㎡

万十郎川排水機場 今春から本格稼働

万十郎川排水機場　施設概要

　万十郎川排水機場は、平成 28 年度から工事に着手して以来、総額約 20 億円の経費を投じ排水機場
が完成致しました。今後は豊浦郷土改・新潟北土改の共同による管理施設となりますが、豊浦郷土改
が主体となって管理して参ります。

上屋
除塵機

遊水池

福島潟

自然流下
ゲート

旧佐々木南部
排水機場

柳曲排水機場
（新潟北土改・統合予定）

柳曲排水路

万十郎川排水路

（実施設計中）

佐々木南部排水路

川表ゲート

上屋

自然流下ゲート

除塵機

川表ゲート

排水機場内部
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団体営調査設計事業
乙見江頭首工の撤去に向けて調査設計事業を実施し、今後の対策を検討します。

地区名 事業量 事業費 内容
乙見江 計画策定１式 12,700 千円 現地測量・頭首工設計他１式

農用地等集団化（経営体育成促進換地等調整）事業
ほ場整備区域内の農用地利用の状況等を把握し、換地計画樹立に向けた基礎資料を作成します。

地区名 事業量 事業費 内容
中浦第２工区 A=264ha 5,682 千円 地域営農構想作成他１式
上中山 A=63ha 1,356 千円 地域営農構想作成他１式
佐々木 A=222ha 4,778 千円 地域営農構想作成他１式

土地改良施設維持管理適正化事業

中浦第２工区第１揚水機場設備補修工事
工事内容：老朽化により故障した主ポンプ取替工事
　　　　　・水中斜流ポンプφ250取替 1台
事 業 費：5,800,000 円
施工業者：昱工業株式会社下越営業所

豊浦工区第１揚水機場設備補修工事
工事内容：老朽化により故障した主ポンプ取替工事
　　　　　・水中斜流ポンプφ250取替 1台
　　　　　・高圧気中開閉器取替 1台
事 業 費：7,000,000 円
施工業者：昱工業株式会社下越営業所

調査設計・換地業務の業務委託

定期的に行う必要のある施設の整備補修を行い、
施設機能の保持と耐用年数の確保を図ります

農地耕作条件改善事業
老朽化した水路の改修、畦畔除去による

簡易な区画拡大などニーズに沿った整備ができます
佐々木北部２区用排水路補修工事
工事内容：老朽化した用水路、排水路の改修
事 業 費：13,000,000 円
施工業者：新発田建設株式会社
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共同活動前に安全確認を行い、
事故の発生を防止しましょう

多面的機能支払交付金

農業・農村の有する多面的機能の維持・発揮を図るために
新発田市多面的機能支払制度広域協定

■事故の傾向（平成 24 年度〜令和元年度の発⽣状況）
　平成 24 年度から令和元年度に 232 件の事故が農林水産省に報告され
ています。発⽣原因では、転倒・転落（40%）及び草刈機等の接触（27%）
で過半数を占めています。
　また、樹木の伐採を行う場合や重機を用いる場合は、重⼤な事故につ
ながる恐れがありますので、特に注意が必要です。

■事故の例

活動中の事故は、草刈りや雑⽊伐採時、
⾞両等機械操作中に多く発生しています

・活動項⽬：水路の草刈り
・作業内容：雑木の伐採・除去作業
・事故概要：単独で水路横の直径約 30cm の雑木をチェーンソーで伐採中、

作業面反対側への切り込みを行わなかったために雑木が地上
２m 付近で破断し、頭部を直撃したものと推定。

・被災状況：重体の後、死亡
・発⽣原因：ヘルメットの⾮着用。安全な作業⽅法（作業面反対側への切

り込み）の周知不⾜。

・活動項⽬：農道 - 施設の適正管理
・作業内容：路面の維持（砂利敷き作業）
・事故概要：スコップでの砂利撒き出し作業中、後退してきた⼩型特殊自

動⾞ホイールローダーと停⽌中の２ｔダンプトラックとの間
に挟まれた。

・被災状況：死亡（内臓損傷）
・発⽣原因：安全な作業⽅法の周知不⾜。組織内での安全管理に係る取り

決めの周知不⾜。

農作業等の安全対策の留意点等を詳細に解説した「農作業安全のための指針」や事故防⽌の
取組事例等の農作業安全に関する情報は、農林水産省のホームページでご覧になれます。

http://www.maff.go.jp/j/seisan/sien/sizai/s_kikaika/anzen/

（雑木の伐採）

転倒・転落
40％

その他
22％

草刈機等接触
27％

事故原因の内訳

倒木 7％
車両事故 4％

（路面の維持）

　昨年 11 月に県内活動組織において、農業機械を移動する際に一般⾞両との衝突により、農業機械は全
損となり、作業者は鎖骨、肋骨を骨折する事故が発⽣しております。活動作業中の安全装備の⾮着用、重
機や刈払機等の不適切な使用などにより、重⼤事故につながっている事例も多くあります。
　当管内においては、研修会や回覧等を活用し、安全管理の徹底について周知をお願いしているところで
すが、今一度、共同活動の参加者の皆様には、活動中の事故防⽌について、更なる安全管理の徹底を図ら
れるようお願い致します。

出典：農林水産省ＨＰより
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令和元年度
　第６回理事会　令和2年1月31日（金）出席11／11

（１）新年度予算編成に係る基本方針について
（２）維持管理委員会の日程について
（３）第71回通常総代会の日程について
（４）その他

第７回理事会　令和2年2月26日（水）出席10／11
（１）第71回通常総代会上程議案の審議について
（２）その他

令和2年度
　第１回理事会　令和2年4月3日（金）出席10／11

（１）規約第68条の規定による農地転用の承認について
（２）令和2年度決済金算定基礎について
（３）職員就業規則他関連規程の変更について
（４）その他

　第２回理事会　令和2年6月9日（火）出席11／11
（１）本年度事業実施予定について
（２）維持管理委員会の日程について
（３）臨時総代会の開催日時について
（４）その他

令和元年度
第71回通常総代会　令和2年3月8日（日）
総代定数 63人　出席56/63　出席率 88.88%
　令和元年度補正予算、定款・規約等の一部変更
　令和2年度収支予算など計24議案

令和2年度
臨時総代会　令和2年8月6日（木）
総代定数 63人　出席63/63（本人4人・書面議決59人） 出席率 100.00%
　令和元年度事業報告、収支決算、財務諸表及び財産目録の承認、
　規程の変更、令和2年度収支補正予算など計11議案

　第３回理事会　令和2年7月21日（火）出席11／11
（１）臨時総代会の議長及び議事録記名人について
（２）臨時総代会上程議案の審議について
（３）その他

　第４回理事会　令和2年9月29日（火）出席11／11
（１）令和2年度一般会計補正予算の承認について
（２）令和2年度各事業入札結果について
（３）その他

　第５回理事会　令和2年11月17日（火）出席10／11
（１）令和3年度新規採択希望、県営経営体育成基盤整備事業
　　　（中浦第２工区地区、上中山地区、佐々木地区）
　　　事業概要及び法手続きスケジュールについて
（２）令和3年度県営経営体育成基盤整備事業の採択方針について
（３）その他

　第６回理事会　令和2年12月22日（火）出席10／11
（１）万十郎川排水機場仮管理委託について
（２）役員選挙の日程について
（３）事務局機能（2事務所体制）について
（４）令和2年度中間監査結果の報告について
（５）その他

令和元年度決算監査
令和元年6月25日（木）出席3/3
令和元年度　運営状況
　　　　　　事業実施状況
　　　　　　現金預金の実査
　　　　　　各会計経理の照合
　　　　　　予算の執行状況
　　　　　　賦課金納入の状況

令和2年度中間監査
令和2年12月10日（木）出席3/3
令和2年度　 運営状況
　　　　　　事業実施状況
　　　　　　現金預金の実査
　　　　　　各会計経理の照合
　　　　　　予算の執行状況
　　　　　　賦課金納入の状況

監 査 会

監事会・監査会
総務委員会　１回開催

広報委員会　４回開催

用排水施設維持管理委員会
　（各16委員会）　31回開催
　各維持管理の
　予算・決算について

松浦地区圃場整備関連　5回開催
　推進協議会、工事説明会など

荒川地区圃場整備関連　1回開催
　工事委員会

西江地区圃場整備関連　12回開催
　推進協議会、
　事業概要説明会など

中浦第２工区地区圃場整備関連　5回開催

上中山地区圃場整備関連　4回開催

佐々木地区圃場整備関連　6回開催

多面的機能支払交付金関連　2回開催
　事務研修会、刈払機講習会

その他

理事会

総代会

土地改良区のうごき

令和2年度
　第1回監事会　令和2年4月3日（金）出席3/3

（１）令和2年度監査計画について
（２）その他

　第2回監事会　令和2年7月21日（火）出席3/3
（１）令和元年度決算監査結果の取り纏めについて
（２）その他

　第3回監事会　令和2年9月29日（火）出席3/3
（１）令和2年度一般会計補正予算について
（２）その他

　第4回監事会　令和2年12月22日（火）出席3/3
（１）令和2年度中間監査結果の取り纏めについて
（２）その他

監 事 会

〜 令和 2 年 1 月から令和 2 年 12 月まで 〜
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日時 令和 2 年 8 月 6 日（木）午後 3 時 30 分開会　　場所 新発田市豊浦庁舎 2 階大会議室
総代定数 63 人　　本総代会 出席者 63 人（本人 4 人、書面議決 59 人）・欠席者 0 人・出席率 100.00%
議　題
議案第１号　令和元年度 事業報告の承認について
議案第２号　令和元年度 一般会計収支決算の承認について
議案第３号　令和元年度 維持管理事業特別会計収支決算の承認について
議案第４号　令和元年度 圃場整備事業特別会計収支決算の承認について
議案第５号　令和元年度 財務諸表及び財産目録の承認について

監　　査　　報　　告

議案第 ６ 号　豊浦郷土地改良区 処務規程の一部変更について
議案第 ７ 号　豊浦郷土地改良区 理事長専決規程の一部変更について
議案第 ８ 号　豊浦郷土地改良区 道水路等使用規程の一部変更について
議案第 ９ 号　豊浦郷土地改良区 農業用機械貸出規程の一部変更について
議案第 10 号　令和 2 年度 一般会計収支補正予算について
議案第 11 号　令和 2 年度 維持管理事業特別会計収支補正予算について

議長を務める  43 番総代
武藤 英咲  氏（荒川）

未収賦課金等
566,785

棚卸資産
103,072

その他資産
2,733,487

資産
単位：円

現金及び預金
134,317,194
現金及び預金
134,317,194

土地改良施設更新積立金
414,482,286
土地改良施設更新積立金
414,482,286

財政調整積立金
83,295,460
財政調整積立金
83,295,460

職員退職給与積立金
28,774,384
職員退職給与積立金
28,774,384

適正化事業拠出金
348,000
適正化事業拠出金
348,000

転用決済金
積立金
267,440,105

転用決済金
積立金
267,440,105

土地改良事業
負担金等積立金
398,711,350

土地改良事業
負担金等積立金
398,711,350

基
本
財
産

基
本
財
産

特
　
定
　
資
　

産

特
　
定
　
資
　

産
固　定　

負
　
債

固　定　

負
　
債

流動資産流動資産
有形・無形
固定資産
有形・無形
固定資産

無形固定資産
582,381
山林、宅地及び
その従物
1,520,671備荒積立金

67,273,663
備荒積立金
67,273,663

有形固定資産
200,822,011
有形固定資産
200,822,011

資産 2,085,118,358円 負債及び正味財産 2,085,118,358円

負債
単位：円

公庫資金等
長期借入金
703,223,498

公庫資金等
長期借入金
703,223,498換地清算金引当金

482,650,407
換地清算金引当金
482,650,407

一般正味財産
195,615,512
一般正味財産
195,615,512換地清算金積立金

482,650,407
換地清算金積立金
482,650,407

転用決済金引当金
267,440,105
転用決済金引当金
267,440,105

職員退職給与引当金
28,774,384
職員退職給与引当金
28,774,384

適正化事業
未払金
7,206,000

適正化事業
未払金
7,206,000

土地改良施設
更新引当金

（国営加治川用水
事業事前積立金）
398,711,350

土地改良施設
更新引当金

（国営加治川用水
事業事前積立金）
398,711,350

任意更新引当金
1,497,102
任意更新引当金
1,497,102

建物等更新
積立金
1,497,102

建物等更新
積立金
1,497,102

正味財産正味財産

土地改良施設更新積立金　内訳　令和 2 年３月 31 日現在

令和元年度　財 産 目 録　令和 2 年３月 31 日現在

（単位：円）
科　　目 金　額 科　　目 金　額 科　　目 金　額

国営造成乙見江 19,281,416  本田地区　（揚水機場） 34,857,019  曽根排水機 1,432,521 
県営造成乙見江 3,435,661  　　　　　（道水路） 16,733,609  佐々木地区 9,490,837 
水管理改良施設 96,154,710  県営造成八幡用水路 1,434,730  佐々木南部事業区 4,514,862 
県営造成豊浦用水路 59,091,308  県営造成松浦用水路 2,260,234  佐々木南部排水機 2,290,426 
県営圃場整備地区 15,117,743  県営造成松岡用水路 1,764,679  佐々木北部事業区 4,497,866 
二枚橋江 531,150  県営八幡排特宮田排水路 924,153  佐々木南部郷圃場整備 8,109,489 
月岡揚水機 3,225,791  県営荒川排特境川排水路 842,395  新太田川下興野頭首工 14,298,276 
小坂地区圃場整備 28,043,996  県営城下排特城下排水路 1,330,943  加入金積立金 9,215,306 
三悠乙見江地区圃場整備 7,004,716  国営造成佐々木江 25,145,488 
太斎地区圃場整備 39,230,006  県営造成西江 4,222,956  合　　計 414,482,286 

　

臨
時
総
代
会
が
、
令
和
2
年
8
月
6
日
（
木
）

午
後
3
時
30
分
か
ら
、
新
発
田
市
豊
浦
庁
舎
2
階

大
会
議
室
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
総
代
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
伴
い
書
面
議
決
を
導
入
し
、
総
代
の
出
席
を

最
低
限
度
に
し
た
形
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
姉
﨑
理
事
長
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
管

内
に
お
け
る
営
農
状
況
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
長
に
は
、
43
番
総
代
武
藤
英
咲
氏
（
荒
川
）

を
選
任
し
、
令
和
元
年
度
決
算
を
は
じ
め
と
す
る

計
11
議
案
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

理
事
か
ら
令
和
元
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決

算
の
議
案
説
明
を
行
っ
た
後
、
監
査
報
告
を
経
て
、

令
和
元
年
度
決
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
五
十
嵐

総
括
監
事
は
監
査
報
告
に
お
い
て
、「
監
査
結
果

は
良
好
で
あ
る
が
、
未
収
賦
課
金
の
増
が
み
ら
れ

る
た
め
、
尚
一
層
の
努
力
を
求
め
る
。
職
員
の
長

時
間
労
働
は
改
善
が
み
ら
れ
た
が
、
退
職
に
よ
る

職
員
数
の
減
が
長
時
間
労
働
に
つ
な
が
ら
な
い
よ

う
、
人
員
の
確
保
と
健
康
管
理
の
徹
底
を
求
め

る
。」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

理
事
か
ら
規
程
の
一
部
変
更
等
の
議
案
説
明
も

行
わ
れ
、
慎
重
審
議
が
な
さ
れ
、
全
議
案
が
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

臨時総代会開催  　令和元年度決算など可決
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令和元年度 貸借対照表 令和2年３月31日現在
（単位：円）

科　目 当年度 前年度 増　減
《資産の部》
　【流動資産】
　　　現金及び預金 134,317,194 121,481,315 12,835,879
　　　未収賦課金等 566,785 732,081 △ 165,296
　　　棚卸資産 103,072 124,785 △ 21,713
　　流動資産合計 134,987,051 122,338,181 12,648,870
　【固定資産】
　  （有形固定資産）
　　　建物及び附属設備 10,400,556 11,049,466 △ 648,910
　　　土地改良施設用地等 165,014,986 165,014,986 0
　　　機械及び装置 7,641,201 4,984,297 2,656,904
　　　車両運搬具 9,429,170 10,465,445 △ 1,036,275
　　　工具、器具等 8,336,098 9,104,109 △ 768,011
　　有形固定資産合計 200,822,011 200,618,303 203,708
　  （無形固定資産）
　　　ソフトウエア 582,381 495,546 86,835
　　無形固定資産合計 582,381 495,546 86,835
　  （その他固定資産）
　　基本財産
　　　山林、宅地及びその従物（基本財産） 1,520,671 1,520,520 151
　　　備荒積立金 67,273,663 62,248,764 5,024,899
　　　土地改良施設更新積立金 414,482,286 398,957,962 15,524,324
　　　基本財産計 483,276,620 462,727,246 20,549,374
　　特定資産
　　　財政調整基金 83,295,460 73,295,460 10,000,000
　　　適正化事業拠出金 348,000 354,000 △ 6,000
　　　職員退職給付積立金 28,774,384 26,896,484 1,877,900
　　　転用決済金積立金 267,440,105 265,794,293 1,645,812
　　　土地改良事業負担金等積立金 398,711,350 345,101,170 53,610,180
　　　建物等更新積立金 1,497,102 1,497,102 0
　　　換地清算金積立金 482,650,407 334,891,230 147,759,177
　　　特定資産計 1,262,716,808 1,047,829,739 214,887,069
　　その他資産
　　　長期未収賦課金等 2,525,487 2,156,949 368,538
　　　出資金 208,000 258,000 △ 50,000
　　　その他資産計 2,733,487 2,414,949 318,538
　　その他固定資産計 1,748,726,915 1,512,971,934 235,754,981
　固定資産合計 1,950,131,307 1,714,085,783 236,045,524
　【繰延資産】
　繰延資産合計 0 0 0
資産合計 2,085,118,358 1,836,423,964 248,694,394

《負債の部》
　【流動負債】
　　流動負債合計 0 0 0
　【固定負債】
　　　公庫資金等長期借入金 703,223,498 701,342,819 1,880,679
　　　適正化事業拠出金未払金 7,206,000 7,092,000 114,000
　　　職員退職給付引当金 28,774,384 26,896,484 1,877,900
　　　転用決済金引当金 267,440,105 265,794,293 1,645,812
　　　土地改良施設更新引当金 398,711,350 345,101,170 53,610,180
　　　任意更新積立金 1,497,102 1,497,102 0
　　　換地清算金引当金 482,650,407 334,891,230 147,759,177
　　固定負債合計 1,889,502,846 1,682,615,098 206,887,748
負債合計 1,889,502,846 1,682,615,098 206,887,748

《正味財産の部》
　【指定正味財産】
　　指定正味財産計 0 0 0
　　指定正味財産合計 0 0 0
　　　（うち基本財産への充当額） 0 0 0
　　　（うち特定資産への充当額） 0 0 0
　　一般正味財産 195,615,512 153,808,866 41,806,646
　　　（うち基本財産への充当額） 483,276,620 462,727,246 20,549,374
　　　（うち特定資産への充当額） 83,643,460 73,649,460 9,994,000
正味財産合計 195,615,512 153,808,866 41,806,646
負債及び正味財産合計 2,085,118,358 1,836,423,964 248,694,394

令和元年度 正味財産増減計算書 令和2年３月31日現在
（単位：円）

科　目 当年度 前年度 増　減
《一般正味財産増減の部》
　《経常増減の部》
　　[ 経常収入 ]
　　　【土地改良事業収入】
　　　　賦課金収入 291,121,931 212,741,169 78,380,762
　　　　転用決済金収入 1,645,812 1,524,054 121,758
　　　　負担金収入 5,229,968 3,584,994 1,644,974
　　　　繰上償還金収入 571,189 457,737 113,452
　　　【附帯事業収入】
　　　　他目的使用料収入 7,756,836 5,383,238 2,373,598
　　　【基本財産運用収入】
　　　　基本財産配当金収入 11,580 7,980 3,600
　　　　基本財産利子収入 136,374 121,006 15,368
　　　【特定資産運用収入】
　　　　特定資産利子収入 667,625 539,587 128,038
　　　【補助金等収入】
　　　　事業補助金収入 153,811,684 64,344,102 89,467,582
　　　　助成金収入 6,411,567 6,411,567 0
　　　【交付金収入】
　　　　適正化事業交付金収入 7,560,000 11,520,000 △ 3,960,000
　　　【寄付金収入】
　　　　寄付金収入 881,377 0 881,377
　　　【受託料収入】
　　　　業務受託料収入 45,280,392 36,833,016 8,447,376
　　　【雑収入】
　　　　雑収入 1,860,872 705,823 1,155,049
　　経常収入計 522,947,207 344,174,273 178,772,934

　　[ 経常支出 ]
　　　【土地改良事業費】
　　　　工事費支出 5,945,571 6,506,104 △ 560,533
　　　　維持管理費支出 53,744,093 46,114,079 7,630,014
　　　　適正化事業費支出 12,600,000 19,200,000 △ 6,600,000
　　　　適正化事業拠出金支出 150,060 138,498 11,562
　　　　委託業務費支出 2,000,000 2,000,000 0
　　　　受託業務費支出 4,661,000 125,000 4,536,000
　　　　土地改良区統合再編整備費支出 35,000,000 0 35,000,000
　　　　圃場整備費支出 49,576,065 25,238,575 24,337,490
　　　【一般管理費】
　　　　運営事務費支出 122,074,111 95,371,571 26,702,540
　　　　事務所費支出 4,750,614 2,433,151 2,317,463
　　　　機械及び装置減価償却費 1,687,696 1,332,276 355,420
　　　　車両運搬具減価償却費 3,736,275 2,746,886 989,389
　　　　工具、器具等減価償却費 2,805,483 1,366,052 1,439,431
　　　　建物及び附帯設備減価償却費 648,910 391,330 257,580
　　　　ソフトウェア減価償却費 323,565 121,220 202,345
　　　　引当金繰入 57,255,992 131,964,811 △ 74,708,819
　　　【負担金等】
　　　　土地改良事業負担金等 123,887,539 188,559,519 △ 64,671,980
　　経常支出計 480,846,974 523,609,072 △ 42,762,098
　当期経常増減額 42,100,233 △ 179,434,799 221,535,032

　《経常外増減の部》
　　[ 経常外収入 ]
　　　　合併資産増加益 0 147,515,860 △ 147,515,860
　　経常外収入計 0 147,515,860 △ 147,515,860
　　[ 経常外支出 ]
　　　【固定資産売却支出】
　　　　固定資産除却損 293,587 1 293,586
　　　【その他資産評価支出】
　　　　合併負債増加損 0 308,861,495 △ 308,861,495
　　経常外支出計 293,587 308,861,496 △ 308,567,909
　当期経常外増減額 △ 293,587 △ 161,345,636 161,052,049
　当期一般正味財産増減額 41,806,646 △ 340,780,435 382,587,081
　一般正味財産期首残高 153,808,866 494,589,301 △ 340,780,435
　一般正味財産期末残高 195,615,512 153,808,866 41,806,646

《指定正味財産増減の部》
　　[ 補助金等収入 ]
　　補助金等収入合計 0 0 0
　当期指定正味財産増減額 0 0 0
　指定正味財産期首残高 0 0 0
　指定正味財産期末残高 0 0 0

《正味財産期末残高》 195,615,512 153,808,866 41,806,646

臨時総代会開催  　令和元年度決算など可決
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令和元年度　一般会計収支決算　令和 2 年３月 31 日現在

支出 647,627,156円収入 691,273,650円

収入
単位：円

土地改良事業収入
195,721,589
土地改良事業収入
195,721,589

特別会計繰入金
59,508,000

特別会計繰入金
59,508,000

徴収換地清算金収入
147,759,177

徴収換地清算金収入
147,759,177

補助金等収入
124,707,251
補助金等収入
124,707,251

受託料収入
31,114,332    
受託料収入
31,114,332    

雑収入
2,056,263  
雑収入
2,056,263  

借入金収入
20,636,000     
借入金収入
20,636,000     

積立金取崩収入
50,122,100

積立金取崩収入
50,122,100

繰越金
50,505,334
繰越金
50,505,334

繰上償還金収入
571,189

繰上償還金収入
571,189

附帯事業収入
7,756,836 
附帯事業収入
7,756,836 
基本財産運用収入
147,954 

基本財産運用収入
147,954 

支出
単位：円

土地改良事業費
52,608,979
土地改良事業費
52,608,979

一般管理費
124,919,537 
一般管理費
124,919,537 

負担金等
35,754,339
負担金等
35,754,339

固定資産取得支出
8,779,499
固定資産取得支出
8,779,499

借入金返済支出
108,199,259
借入金返済支出
108,199,259

積立金繰出支出
285,564,543
積立金繰出支出
285,564,543

維持管理事業
特別会計繰出金
31,801,000 

維持管理事業
特別会計繰出金
31,801,000 

賦課金収入 192,167,877
　運営事務費 84,945,372
　維持管理費 9,170,321
　借入償還金 41,086,337
　県営事業分担金 9,036,946
　国営事業負担金 47,073,958
　維持管理負担金 854,943
負担金収入 1,907,900
転用決済金収入 1,645,812

賦課金収入 192,167,877
　運営事務費 84,945,372
　維持管理費 9,170,321
　借入償還金 41,086,337
　県営事業分担金 9,036,946
　国営事業負担金 47,073,958
　維持管理負担金 854,943
負担金収入 1,907,900
転用決済金収入 1,645,812

財政調整積立金 30,000,000
施設管理積立金 20,000,000
職員退職給与積立金 122,100

財政調整積立金 30,000,000
施設管理積立金 20,000,000
職員退職給与積立金 122,100

運営事務費支出 120,168,923
　役員報酬 7,740,000
　俸給給与 46,691,400
　諸手当 24,382,166
　賃金 6,375,800
　その他 34,979,557
事務所費支出 4,750,614

運営事務費支出 120,168,923
　役員報酬 7,740,000
　俸給給与 46,691,400
　諸手当 24,382,166
　賃金 6,375,800
　その他 34,979,557
事務所費支出 4,750,614

職員退職給与積立金 2,000,000
備荒積立金 5,000,000
財政調整積立金 40,000,000
決済金積立金 1,645,812
国営加治川用水地区
　　　　事前積立金 53,610,180
施設管理積立金 35,413,000
基本財産積立金利息 136,374
換地清算金積立金 147,759,177

職員退職給与積立金 2,000,000
備荒積立金 5,000,000
財政調整積立金 40,000,000
決済金積立金 1,645,812
国営加治川用水地区
　　　　事前積立金 53,610,180
施設管理積立金 35,413,000
基本財産積立金利息 136,374
換地清算金積立金 147,759,177特定資産運用収入

667,625 

� （単位：円）
科　目 予算額 決算額 割合

土地改良事業収入 195,997,606 195,721,589 28.3%
　賦課金収入 （ 192,586,606） （ 192,167,877）（ 27.8%）
　　運営事務費 （ 85,129,000）（ 84,945,372）（ 12.3%）
　　維持管理費 （ 9,171,500）（ 9,170,321）（ 1.3%）
　　借入償還金 （ 41,178,806）（ 41,086,337）（ 6.0%）
　　県営事業分担金 （ 9,035,200）（ 9,036,946）（ 1.3%）
　　国営事業負担金 （ 47,214,000）（ 47,073,958）（ 6.8%）
　　維持管理負担金 （ 858,100）（ 854,943）（ 0.1%）
　負担金収入 （ 1,500,000）（ 1,907,900）（ 0.3%）
　転用決済金収入 （ 1,910,000）（ 1,645,812）（ 0.2%）
　特別徴収金収入 （ 1,000）（ 0）（ 0.0%）
附帯事業収入 6,886,000 7,756,836 1.1%
基本財産運用収入 150,400 147,954 0.0%
特定資産運用収入 646,900 667,625 0.1%
補助金等収入 137,696,567 124,707,251 18.0%
受託料収入 31,335,092 31,114,332 4.5%
雑収入 4,567,077 2,056,263 0.3%
借入金収入 22,400,000 20,636,000 3.0%
積立金取崩収入 50,123,000 50,122,100 7.3%
徴収換地清算金収入 147,800,000 147,759,177 21.4%
特別会計繰入金 59,508,000 59,508,000 8.6%
繰上償還金収入 571,189 571,189 0.1%
繰越金 50,505,334 50,505,334 7.3%

収入合計 708,187,165 691,273,650 100.0%

� （単位：円）
科　目 予算額 決算額 割合

土地改良事業費 67,751,100 52,608,979 8.1%
　維持管理費支出 （ 13,290,100） （ 11,941,419）（ 1.8%）
　受託業務費支出 （ 4,661,000）（ 4,661,000）（ 0.7%）
　水利施設等保全高度化事業費支出 （ 12,700,000）（ 0）（ 0.0%）
　土地改良区統合再編整備費支出 （ 37,100,000）（ 36,006,560） （ 5.6%）
一般管理費 135,117,000 124,919,537 19.3%
　運営事務費支出 （ 129,617,000）（ 120,168,923）（ 18.6%）
　事務所費支出 （ 5,500,000） （ 4,750,614） （ 0.7%）
負担金等 39,049,500 35,754,339 5.5%
補助金等 1,000 0 0.0%
借入金返済支出 108,211,072 108,199,259 16.7%
固定資産取得支出 9,400,000 8,779,499 1.4%
積立金繰出支出 285,836,967 285,564,543 44.1%
維持管理事業特別会計繰出金 31,801,000 31,801,000 4.9%
予備費 31,019,526 0 0.0%

支出合計 708,187,165 647,627,156 100.0%

次期繰越収支差額
43,646,494円
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支出 152,786,615円収入 214,910,045円

収入
単位：円

土地改良事業収入
31,427,279
土地改良事業収入
31,427,279

補助金等収入
35,197,000
補助金等収入
35,197,000

受託料収入 11,788,000   受託料収入 11,788,000   

雑収入
27,812
雑収入
27,812

繰越金
48,515,954
繰越金
48,515,954

圃場整備費支出（会議旅費等） 7,444,065
高度土地利用調査・調整事業費 1,160,000
経営体育成促進換地等調整事業費 16,972,000
団体営調査設計事業費 24,000,000

圃場整備費支出（会議旅費等） 7,444,065
高度土地利用調査・調整事業費 1,160,000
経営体育成促進換地等調整事業費 16,972,000
団体営調査設計事業費 24,000,000

支出
単位：円

負担金等
88,610,550  
負担金等
88,610,550  

土地改良事業費
49,576,065    
土地改良事業費
49,576,065    一般会計

繰出額
14,600,000  

一般会計
繰出額
14,600,000  

賦課金収入 31,427,279
　松浦地区 6,942,045
　荒川地区 1,758,131
　西江地区 3,559,985
　中浦第 2工区 4,575,801
　上中山地区 1,040,037
　佐々木地区 3,861,472
　中浦第 1工区 6,733,660
　豊浦工区 2,956,148

賦課金収入 31,427,279
　松浦地区 6,942,045
　荒川地区 1,758,131
　西江地区 3,559,985
　中浦第 2工区 4,575,801
　上中山地区 1,040,037
　佐々木地区 3,861,472
　中浦第 1工区 6,733,660
　豊浦工区 2,956,148

高度土地利用調査・調整事業 638,000
経営体育成促進換地等調整事業 10,559,000
団体営調査設計事業 24,000,000

高度土地利用調査・調整事業 638,000
経営体育成促進換地等調整事業 10,559,000
団体営調査設計事業 24,000,000借入金収入 87,954,000借入金収入 87,954,000

H30補正・R1分担金分借入金 87,954,000
　松浦地区 41,800,000
　荒川地区 39,579,000
　中浦第 2工区 2,775,000
　上中山地区 1,175,000
　佐々木地区 2,625,000

H30補正・R1分担金分借入金 87,954,000
　松浦地区 41,800,000
　荒川地区 39,579,000
　中浦第 2工区 2,775,000
　上中山地区 1,175,000
　佐々木地区 2,625,000

県営事業分担金 81,380,550
県営調査計画分担金 6,875,000
その他負担金 355,000

県営事業分担金 81,380,550
県営調査計画分担金 6,875,000
その他負担金 355,000

令和元年度　維持管理事業特別会計収支決算　令和 2 年３月 31 日現在

令和元年度　圃場整備事業特別会計収支決算　令和 2 年３月 31 日現在

支出 111,136,158円収入 139,683,428円

収入
単位：円

土地改良事業収入
70,282,058
土地改良事業収入
70,282,058

補助金等収入
319,000   
補助金等収入
319,000   

交付金収入
11,340,000
交付金収入
11,340,000

受託料収入
2,378,060   
受託料収入
2,378,060   

雑収入
221,906
雑収入
221,906

繰越金
22,460,027
繰越金
22,460,027

寄付金収入
881,377

寄付金収入
881,377

一般会計繰入金
31,801,000

一般会計繰入金
31,801,000

維持管理費支出 45,408,098
適正化事業費支出 12,600,000
適正化事業拠出金支出 3,810,060
委託業務費支出 2,000,000

維持管理費支出 45,408,098
適正化事業費支出 12,600,000
適正化事業拠出金支出 3,810,060
委託業務費支出 2,000,000

支出
単位：円

負担金等
2,410,000  
負担金等
2,410,000  

土地改良事業費
63,818,158    
土地改良事業費
63,818,158    

一般会計
繰出額
44,908,000  

一般会計
繰出額
44,908,000  賦課金収入 66,959,990

負担金収入 3,322,068
賦課金収入 66,959,990
負担金収入 3,322,068

維持管理名 収入合計 支出合計 次年度繰越額
国営造成乙見江維持管理 7,747,840 6,503,789 1,244,051 
県営造成乙見江維持管理 1,038,006 583,742 454,264 
水管理改良施設維持管理 46,159,306 45,482,748 676,558 
県営造成豊浦用水路維持管理 18,897,324 18,013,524 883,800 
県営圃場整備地区維持管理 1,972,509 1,099,592 872,917 
二 枚 橋 江 維 持 管 理 201,495 110,000 91,495 
月岡揚水機維持管理 757,540 558,368 199,172 
小坂地区圃場整備維持管理 3,892,512 3,715,364 177,148 
三悠乙見江地区圃場整備維持管理 2,051,455 1,016,870 1,034,585 
太斎地区圃場整備維持管理 3,242,689 2,168,409 1,074,280 
本 田 地 区 維 持 管 理 13,677,218 12,752,165 925,053 
県営造成八幡用水路維持管理 467,953 221,820 246,133 
県営造成松浦用水路維持管理 594,037 267,060 326,977 

� （単位：円）
圃場整備事業名 収入合計 支出合計 次年度繰越額

松 浦 地 区 圃 場 整 備 事 業 85,723,388 50,332,692 35,390,696
荒 川 地 区 圃 場 整 備 事 業 49,780,120 43,397,187 6,382,933
西 江 地 区 圃 場 整 備 事 業 12,318,834 7,509,818 4,809,016
中 浦 第 ２ 工 区 地 区 圃 場 整 備 事 業 17,307,375 11,962,474 5,344,901
上 中 山 地 区 圃 場 整 備 事 業 4,446,048 3,531,492 914,556
佐 々 木 地 区 圃 場 整 備 事 業 11,644,472 10,431,672 1,212,800
中 浦 第 １ 工 区 地 区 圃 場 整 備 事 業 22,233,660 16,556,640 5,677,020
豊 浦 工 区 地 区 圃 場 整 備 事 業 11,456,148 9,064,640 2,391,508

合　計 214,910,045 152,786,615 62,123,430

� （単位：円）
維持管理名 収入合計 支出合計 次年度繰越額

県営造成松岡用水路維持管理 1,366,857 605,465 761,392 
県営造成八幡排特宮田排水路維持管理 172,174 63,820 108,354 
県営造成荒川排特境川排水路維持管理 195,179 50,790 144,389 
県営造成城下排特城下排水路維持管理 95,338 31,780 63,558 
国営造成佐々木江維持管理 5,703,402 4,687,333 1,016,069 
県営造成西江維持管理 1,472,236 812,105 660,131 
佐々木地区維持管理 3,475,047 1,694,732 1,780,315 
佐々木南部事業区維持管理 10,331,980 3,236,757 7,095,223 
佐々木北部事業区維持管理 3,826,231 1,293,693 2,532,538 
佐々木南部郷地区圃場整備維持管理 4,223,822 1,583,110 2,640,712 
新太田川下興野頭首工維持管理 8,121,278 4,583,122 3,538,156 

合　計 139,683,428 111,136,158 28,547,270 

各維持管理施設ごとの収支一覧

各圃場整備事業ごとの収支一覧

次期繰越収支差額
28,547,270円

次期繰越収支差額
62,123,430円
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令和3年3月役員選挙が執り行われます
　

豊
浦
郷
土
地
改
良
区
役
員
（
理
事
・
監
事
）
は
、
本
年
3

月
を
以
っ
て
任
期
満
了
と
な
り
、
3
月
に
開
催
予
定
の
第
72

回
通
常
総
代
会
に
お
い
て
役
員
選
挙
が
執
行
さ
れ
ま
す
。

定
数　
理
事
11
人
・
監
事
３
人

任
期　
令
和
3
年
3
月
27
日
か
ら
令
和
7
年
3
月
26
日
ま
で

　
　
　
（
４
年
間
）

　

役
員
選
挙
ま
で
の
日
程
（
予
定
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。

1
月

　
　

8
日　

総
代
・
農
家
組
合
長
に

　
　
　
　
　

選
挙
の
お
知
ら
せ

　
　

24
日　

選
挙
の
時
期
（
始
期
）

　
　
　
　
　

※
任
期
満
了
の
日
前
60
日
か
ら
10
日
ま
で
に
行
う

３
月

　
　

１
日　

選
挙
期
日
の
通
知
及
び
公
告

　
　
　
　
　

立
候
補
の
届
出
（
～
３
日
間
）

　
　

3
日　

立
候
補
の
届
出
期
間
終
了

　
　

4
日　

役
員
の
候
補
者
及
び
立
候
補
者
の
公
告

　
　

7
日　

第
72
回
通
常
総
代
会
（
選
挙
期
日
）

　
　

8
日　

当
選
の
通
知
及
び
公
告

　
　

15
日　

当
選
人
の
当
選
承
諾

　
　

16
日　

当
選
の
確
定
の
公
告

　
　

16
日　

選
挙
の
時
期
（
終
期
）

　
　
　
　
　

※
任
期
満
了
の
日
前
60
日
か
ら
10
日
ま
で
に
行
う

　
　

26
日　

現
役
員
の
任
期
満
了
の
日

　
　

27
日　

当
選
人
の
役
員
就
任
日

被 選 挙 区 域・役 員 定 数 に つ い て
被選
挙区 被　選　挙　区　域

定　数
理事数 監事数

第１
被選
挙区

（加治川用水掛りの豊浦地区）
新発田市荒町、同市太斎、同市
藤掛、同市小坂、同市赤橋、同
市切梅、同市二ツ堂、同市竹ヶ花、
同市池ノ端、同市戸板沢、同市
大伝、同市下中ノ目、同市中ノ
目新田、同市乙次、同市下飯塚、
同市吉浦、同市三ツ椡、同市福島、
同市乗廻、同市砂山、同市大栄町、
同市五十公野

４人

２人

第２
被選
挙区

（阿賀野川用水掛りの豊浦地区）
新発田市大沢、同市竹俣万代、
同市加治万代、同市万代、同市
天王、同市本田、同市岡屋敷、
同市月岡、同市滝沢、新潟市北
区新鼻

２人

第３
被選
挙区

（松浦地区）
新発田市大崎、同市六日町、同
市八幡、同市八幡新田、同市小友、
同市浦新田、同市浦、同市法正橋、
同市松岡、同市荒川、同市上中山、
同市米倉

２人

１人

第４
被選
挙区

（旧佐々木出張所地区＋西蓑口）
新発田市佐々木、同市曽根、同
市上中沢、同市日渡、同市則清、
同市西宮内、同市北蓑口、同市
西蓑口、同市弓越

１人

第 5
被選
挙区

（旧佐々木土地改良区地区）
新発田市佐々木、同市上中沢、
同市則清、同市則清新田、同市
曽根、同市西蓑口、同市飯島、
同市下興野、同市太田新田、同
市飯島新田、同市鳥穴、同市砂山、
同市乗廻、同市下中ノ目

２人 −

計 11 人 ３人

１区

４区

２区

５区

３区
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各維持管理委員会の選出地域・委員定数について
維持管理委員会名 選 出 地 域 定数

二枚橋江維持管理委員会
上荒町１、下荒町１、蛇塚１、上端・諏訪町・大栄町で１、
五十公野１、理事１

6 人

国営造成乙見江維持管理委員会
水管理 2、県営乙見江 1、松浦地区 2、新発田土改（米倉地区）1、
理事 1

7 人

県営造成乙見江維持管理委員会 池ノ端 2、西蓑口 2、飯島 3、理事 1 8 人

国営造成佐々木江・県営造成西江
維持管理委員会

新発田土改 4、（米倉地区 1、北江地区 3）、五十公野土改 3、
太斎・久保で 1、上荒町・下荒町で 1、切梅・二ツ堂・竹ヶ花で 1、
佐々木地区維持管理委員会 3、理事 2

15 人

水管理改良施設維持管理委員会
下中ノ目 3、中ノ目新田 2、乙次 2、吉浦 2、三ツ椡 2、福島 2、
乗廻 2、理事 2

17 人

松浦地区維持管理委員会
（県営造成八幡、松浦、松岡用水路、
　県営八幡、城下、荒川排特）

六日町 1、大崎 1、八幡 2、八幡新田 1、小友 1、浦新田 1、浦 2、
松岡 3、荒川 3、上中山 1、太斎・久保・佐々川で 1、小坂 1、
赤橋 1、戸板沢 1、月岡 1、理事 2

23 人

県営造成豊浦用水路・県営圃場整備地区
維持管理委員会

月岡 1、岡屋敷 2、八万 1、万代 1、大沢 1、加治万代 2、
竹俣万代 2、天王 4、理事 1

15 人

本田地区維持管理委員会 上本田 1、下本田 1、興野 1、八万 1、中ノ通 1、天王 1、理事 1 7 人

佐々木地区維持管理委員会
北蓑口・西宮内・日渡・則清・曽根・上中沢の 6 集落で 5、
理事 1

6 人

小坂地区圃場整備維持管理委員会 小坂 2、赤橋 2、小友 2、浦 1、浦新田 1、理事 1 9 人

三悠乙見江地区圃場整備維持管理委員会
池ノ端 2、下中ノ目 2、西蓑口 2、飯島甲 1、切梅 1、二ツ堂 1、
竹ヶ花 1、理事 1

11 人

太斎地区圃場整備維持管理委員会
上荒町 2、太斎 2、久保 2、佐々川 1、八幡新田・小友で 1、
諏訪町 1、理事 1

10 人

佐々木南部事業区維持管理委員会

（県圃自然排水区域）　下興野 1、太田新田・飯島新田で 1、
乗廻 1、鳥穴・砂山で 1、計 4 人

（県圃機械排水区域）　鳥穴 2、砂山 1、太田 2、乗廻 1、
前新田 1、太田新田・飯島新田で 1、計 8 人
理事 2

14 人

佐々木北部事業区維持管理委員会

（北部 1 区）　上中沢 1
（北部 2 区）　佐々木 2、上中沢 1、下興野 1、太田 1
（北部 3 区）　佐々木 2
（北部 4 区）　佐々木 2
理事 2

12 人

新太田川下興野頭首工維持管理委員会
（佐々木地区）　佐々木 2、上中沢 1、下興野 1、
太田新田・飯島新田で 1、鳥穴・砂山で 1、新潟北土改 5、理事 2

13 人

佐々木南部郷地区圃場整備維持管理委員会
飯島甲 2、飯島乙 1、下興野 2、太田新田・飯島新田で 2、
則清 1、上中沢 1、下中ノ目・中ノ目新田で 1、理事 1

11 人

維持管理委員の改選について
　現維持管理委員の任期は、本年 3 月 31 日までとなっておりますので、関係選出地域内での人選
の準備をお願いいたします。
　なお、詳しい内容につきましては、関係農家組合長宛てに選任依頼の文書を送付いたしており
ますので、よろしくお願いいたします。※ 任期は令和 7 年 3 月 31 日まで（４年間）
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� （単位：円）
収　　入 支　　出

科　目 決算額 科　目 決算額
土地改良事業収入 4,454,919 土地改良事業費 5,689,376 
補助金等収入 5,000,000 予備費 0 
雑収入 10 
寄付金収入 250,000 
収入合計 9,704,929 支出合計 5,689,376 

阿
賀
野
川
流
量
に
つ
い
て

取
水
状
況
に
つ
い
て

　

冬
期
（
２
０
１
９
年
12
月
～

２
０
２
０
年
2
月
）
は
記
録
的
な
暖

冬
に
よ
る
少
雪
と
な
り
、
令
和
2
年

4
月
の
阿
賀
野
川
流
量
は
前
年
に
引

き
続
き
融
雪
の
影
響
が
無
く
、
少
な

く
推
移
し
ま
し
た
。　

　

新
潟
地
方
気
象
台
に
よ
る
と
、
今

年
の
北
陸
地
方
に
お
け
る
梅
雨
入
り

が
6
月
11
日
頃（
平
年
6
月
12
日
頃
）

と
平
年
並
み
で
し
た
が
、
明
け
に
関

し
て
は
8
月
1
日
頃
（
平
年
7
月
24

日
頃
）
で
平
年
よ
り
遅
く
、
ま
た
新

潟
地
点
の
7
月
降
水
量
は
平
年
比

３
３
８
％
と
か
な
り
多
い
年
で
し
た
。

こ
の
影
響
か
ら
7
月
に
お
け
る
阿
賀

野
川
流
入
量
は
例
年
に
比
べ
多
く
推

移
し
、特
に
下
旬
で
は
洪
水
体
制（
観

測
値
２
，
０
０
０
㎥
/
ｓ
以
上
）
と

な
り
、
時
間
最
大
で
５
，
０
０
１
㎥

/
ｓ
を
観
測
し
ま
し
た
。

阿賀野川頭首工

　

今
年
の
か
ん
が
い
期
を
振
り
返
る

と
冬
期
間
の
少
雪
に
よ
る
影
響
で
、

か
ん
が
い
期
の
水
不
足
が
心
配
さ
れ

ま
し
た
が
、
代
掻
き
・
田
植
え
期
は

適
度
な
降
雨
に
も
助
け
ら
れ
無
事
乗

り
切
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
梅
雨

時
期
の
7
月
雨
量
合
計
で
は
頭
首
工

地
点
で
７
３
４
㎜
と
過
去
5
年
と
比

較
し
て
最
大
を
観
測
し
た
こ
と
か
ら
、

7
月
～
8
月
中
旬
ま
で
の
期
間
中
は

期
別
最
大
取
水
量
を
必
要
と
せ
ず
、

こ
の
流
れ
で
か
ん
が
い
期
の
水
管
理

を
終
了
し
ま
し
た
。

　

阿
賀
用
水
の
水
利
使
用
協
議
に
つ

い
て
は
平
成
31
年
4
月
9
日
に
変
更

同
意
が
得
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
期

間
が
令
和
3
年
3
月
31
日
ま
で
と

な
っ
て
お
り
、
再
度
更
新
を
控
え
て

い
る
状
況
で
す
。
現
在
は
国
の
機
関

で
あ
る
信
濃
川
水
系
土
地
改
良
調
査

管
理
事
務
所
を
中
心
に
既
存
水
利
権

量
で
更
新
す
る
た
め
の
協
議
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　

今
年
も
阿
賀
用
水
の
水
管
理
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
組
合
員

の
皆
様
に
は
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
今
後
も
引
続
き
節
水
と
有
効

利
用
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

阿賀野川頭首工　日平均流入量

令和２年度　阿賀野川頭首工の取水状況（右岸農業）と雨量

阿賀用水
（阿賀用水右岸土地改良区連合記）

令和２年度 　用水状況
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加
治
川
と
内
の
倉
ダ
ム

　

本
年
は
、
暖
冬
小
雪
の
影
響
を
考
慮
し
、

早
期
か
ら
の
貯
水
に
努
め
3
月
30
日
に
常
時

満
水
位
に
到
達
し
た
。

　

4
月
は
例
年
に
比
べ
融
雪
出
水
が
少
な

か
っ
た
も
の
の
、
降
雨
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら

大
幅
な
ダ
ム
水
位
の
減
少
や
用
水
供
給
の
支

障
と
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

5
月
は
降
雨
が
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
中

旬
ご
ろ
ま
で
融
雪
が
あ
り
、
代
掻
き
・
田
植

え
時
期
に
お
い
て
は
用
水
供
給
が
安
定
し
て

図
ら
れ
た
。
下
旬
に
は
融
雪
も
終
わ
っ
た
と

思
わ
れ
、
河
川
流
量
が
減
少
し
、
か
ん
が
い

放
流
に
よ
り
安
定
し
た
用
水
供
給
を
図
っ
た

た
め
ダ
ム
水
位
は
減
少
傾
向
と
な
っ
た
。

　

6
月
は
暖
冬
小
雪
に
よ
る
早
期
の
融
雪
減

少
、
田
植
え
の
状
況
な
ど
か
ら
、
5
日
よ

り
輪
番
制
取
水
を
開
始
し
た
。
6
月
11
日
、

北
陸
地
方
は
梅
雨
入
と
な
り
梅
雨
ら
し
い

天
候
と
な
っ
た
た
め
、
減
少
傾
向
に
あ
っ

た
ダ
ム
水
位
は
高
水
位
を
維
持
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

　

7
月
は
降
雨
日
が
続
き
、
28
日
、
31
日

は
洪
水
と
な
っ
た
。
特
に
31
日
の
集
中
豪

雨
で
は
新
発
田
市
内
に
お
い
て
冠
水
す
る

な
ど
の
被
害
が
あ
っ
た
。
幸
い
に
も
加
治

川
第
1
・
第
2
頭
首
工
に
お
い
て
は
大
き

な
被
害
も
な
く
、
ダ
ム
も
高
水
位
の
状
況

が
維
持
で
き
た
。

　

8
月
は
1
日
に
梅
雨
明
け
と
な
り
、
3

日
～
8
日
ま
で
国
営
事
業
に
よ
る
試
験
通

水
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
間
に
お
い
て
は

輪
番
制
を
解
除
し
、
加
治
川
第
1
・
第
2

頭
首
工
で
の
計
画
的
な
取
水
に
よ
り
、
効

果
的
な
用
水
供
給
が
図
ら
れ
た
。
試
験
通

水
後
は
輪
番
制
を
再
開
し
、
降
雨
も
あ
っ

た
こ
と
か
ら
ダ
ム
は
高
水
位
の
状
況
で

あ
っ
た
。

　

下
旬
、
台
風
の
影
響
に
よ
り
8
月
27
日

～
28
日
ご
ろ
に
か
け
フ
ェ
ー
ン
現
象
に
よ

る
異
常
な
高
温
が
懸
念
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

8
月
24
日
～
28
日
ま
で
輪
番
制
の
一
時
解

除
を
実
施
し
用
水
の
安
定
供
給
を
図
っ
た
。

輪
番
制
取
水
は
9
月
1
日
を
も
っ
て
解
除

し
、
9
月
10
日
の
か
ん
が
い
期
終
了
ま
で

は
関
係
土
地
改
良
区
と
連
絡
を
密
に
し
て
、

ダ
ム
貯
水
量
等
を
勘
案
し
な
が
ら
可
能
な

限
り
各
管
内
の
用
水
需
要
に
応
じ
た
調
整

を
実
施
し
、
本
年
の
か
ん
が
い
期
を
終
了

し
た
。

　

お
わ
り
に
、
県
当
局
は
じ
め
関
係
機
関

並
び
に
組
合
員
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

に
対
し
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

加治川第１頭首工

加治川用水
（加治川沿岸土地改良区連合記）

令和２年度 　用水状況

令和２年度　かんがい期  内の倉ダム水位変動表
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編
集
後
記
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令
和
3
年
1
月
2
6
日
発
行

●
発
行
　
　
  豊
浦
郷
土
地
改
良
区

　
　
　
　
　
  新
発
田
市
乙
次
 281番

地
2   ☎（

0254）24‐4145
●
印
　
刷
　
株
式
会
社
 天
野
印
刷 面

　積

組
合
員
2,685人

田 3,304.2ha
畑 86.8ha
その他 14.3ha
計 3,405.3ha

土地改良区
の現況
R2.3末現在

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

年
明
け
早
々
、
記
録
的
な
大
雪
に
見
舞
わ

れ
心
身
と
も
に
お
疲
れ
の
事
と
思
い
ま
す
。

私
自
身
も
連
日
除
雪
作
業
に
追
わ
れ
、
疲
労

困
憊
の
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
の
今
年
も
、
未
だ
終
息
の
兆
し

が
見
え
な
い
、
コ
ロ
ナ
禍
と
共
存
し
な
が
ら

社
会
活
動
を
送
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
先
日
の
報
道
で
は
、
ウ
イ
ル
ス
の
発

生
の
背
景
と
し
て
、
過
度
の
経
済
活
動
に
よ

る
環
境
破
壊
が
一
つ
の
原
因
と
考
え
ら
れ
る

と
の
見
解
が
あ
り
ま
し
た
。
今
一
度
、
立
ち

止
ま
っ
て
何
が
本
当
に
必
要
で
大
切
な
の
か
、

考
え
る
変
革
の
時
代
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

新
し
い
生
活
様
式
に
慣
れ
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
出
来
る
こ
と
な
ら
密
で
周
り
の
人
と
関

わ
り
あ
え
る
、
元
の
平
穏
な
暮
ら
し
に
戻
れ

る
こ
と
を
切
に
願
う
ば
か
り
で
す
。

 

（
猪
股
記
）

広
報
委
員
長　
　

遠
藤　

敏
雄

　

委　

員　
　
　

齋
藤　

耕
一

　

〃　
　
　
　
　

田
村　

耕
榮

　

〃　
　
　
　
　

猪
股　

一
直

　

〃（
事
務
局
）　

阿
部　

孝
弘

“こんな時には必ず届出をしてください”
・農地中間管理事業により受委託をする場合
・組合員が亡くなられたり、住所、組合員名を変更する場合
・農業者年金受給のため経営移譲する場合　・農地を売買、交換、相続等する場合
・農地の地目変更（畑、宅地等に転用）、分筆又は合筆等、登記を変更した場合
・農地を公共事業や電力会社等により用地買収された場合
※土地改良区の台帳は、組合員からの異動届により変更されます。上記の手続きをしないと組合員資格、賦課令書等の名義や面積
が直らないまま処理されます。

※農業委員会や市役所（死亡届）への届出だけでは土地改良区の台帳は異動しません。
※令和 3年度賦課は令和 3年 3月 31 日までの届出が基礎となります。

届出用紙は土地改良区にありますので、認印をご持参の上、提出をお願いいたします。

令
和
2
年
度

  

新
潟
県
知
事
表
彰
を
受
賞

理
事
長 
姉 

﨑 

康 

司 

氏

　令和 2 年度分農業所得申告に
係る、豊浦郷土地改良区賦課金
の控除額について、三悠乙見江
地区圃場整備償還金以外は全て
賦課金領収書に記載の金額が控
除となります。
　控除額計算が必要な組合員の
方には、別途お知らせいたします。

令和 2 年度分
農業所得控除額について

　

令
和
2
年
11
月
17
日
、
姉
﨑

理
事
長
が
令
和
2
年
度
新
潟
県

知
事
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

姉
﨑
氏
は
平
成
元
年
理
事
就

任
か
ら
現
在
ま
で
、
ま
た
平
成

9
年
か
ら
副
理
事
長
、
平
成
21
年
か
ら
は
理
事
長

と
し
て
長
年
に
渡
り
土
地
改
良
区
運
営
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

阿
賀
用
水
右
岸
土
地
改
良
区
連
合
で
は
平
成
21

年
か
ら
理
事
と
し
て
、
加
治
川
沿
岸
土
地
改
良
区

連
合
で
は
平
成
10
年
か
ら
理
事
・
監
事
・
総
括
監

事
を
歴
任
し
平
成
28
年
か
ら
は
副
理
事
長
と
し
て
、

阿
賀
用
水
、
加
治
川
用
水
の
確
保
と
安
定
供
給
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
27
年
か
ら
は
新
潟
県
土

地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
理
事
と
し
て
、
当
地
域

並
び
に
県
内
に
お
け
る
農
業
農
村
整
備
事
業
の
推

進
や
地
域
農
業
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
を
さ
れ
ま

し
た
。

　

土
地
改
良
事
業
関
係
で
は
、
管
内
の
約
２
，

１
０
０
ha
に
お
い
て
県
営
ほ
場
整
備
事
業
の
立
ち

上
げ
及
び
実
施
に
取
り
組
み
、
計
12
地
区
の
大
区

画
化
並
び
に
農
地
集
積
を
推
進
し
ま
し
た
。
そ
の

他
に
も
国
営
加
治
川
2
期
農
業
水
利
事
業
の
立
ち

上
げ
を
は
じ
め
、
県
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
阿
賀

野
川
右
岸
地
区
や
同
事
業
豊
浦
郷
地
区
の
実
施
な

ど
農
業
用
用
排
水
施
設
の
整
備
に
も
積
極
的
に
取

組
み
、
当
地
域
に
お
け
る
農
業
農
村
整
備
事
業
の

推
進
、
農
業
生
産
性
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
を
さ

れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
土
地
改
良
区
の
統
合
整
備
に
関
し
て
は
、

平
成
17
年
の
旧
本
田
土
地
改
良
区
と
の
合
併
に
携

わ
り
、
平
成
31
年
に
は
旧
佐
々
木
土
地
改
良
区
を

吸
収
合
併
し
、
組
織
運
営
基
盤
の
強
化
と
組
合
員

の
負
担
軽
減
に
大
き
く
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
功
績
に
よ
り
受
賞
し
た
も
の
で

あ
り
ま
す
。

農業用機械の貸出について
　土地改良区は、組合員や多面的機能支払制度活動組織などの維持管理を支援するため、乗用草刈機やトラ
クター付アーム式草刈機、ラジコン式草刈機などの農業用機械の貸出を行っております。
　機械の貸出を希望される場合は、事前のお申込みが必要です。申込み方法、機械の種類、使用料、使用条
件などの詳細につきましては、土地改良区（☎ 24–4145）までお問合せ下さい。

乗用草刈機
（24,000 円 / 日）

小型乗用草刈機
（1,500 円 / 時間）

トラクター付アーム式草刈機
（30,000 円 / 日）


